
3　近代日本の進化論と宗教
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碧
海
寿
広
訳
『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
仏
教
、
神

─
近
代

日
本
の
進
化
論
と
宗
教
』
人
文
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）
を
総
合
的
に
紹
介
し
、

最
近
の
進
化
論
史
研
究
を
取
り
上
げ
な
が
ら
進
化
論
史
の
新
た
な
方

向
の
提
供
も
試
み
る
。

拙
著
概
略

学
問
的
な
背
景

　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
『
種
の
起
源
』
の
出
版
か
ら
、
主
な

論
点
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
宗
教
的
な
意
義
（
主
に
創
造
説
と
進
化
論

と
の
対
立
）
と
政
治
的
な
意
義
で
あ
ろ
う
。
そ
の
議
論
は
今
も
続
い

て
い
る
状
態
で
あ
り
、
進
化
論
史
の
分
野
で
は
、
進
化
論
の
背
景
と

そ
の
展
開
、
進
化
論
と
倫
理
、
哲
学
な
ど
の
問
題
も
多
く
議
論
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
一
般
的
に
は
、
科
学
史
の
分
野
は
西
洋
中
心
主

義
に
支
配
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
だ
が
、
数
年

前
か
ら
西
洋
中
心
主
義
へ
の
批
判
が
浮
か
び
上
が
り
、
科
学
史
が
大
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き
く
再
考
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
進
化

論
史
も
主
に
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
進
化
思
想
が
中
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
進
化
論
が
世
界
の
諸

地
域
に
伝
播
さ
れ
る
と
、
そ
の
受
容
に
は
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
生
じ
た（

（
（

。
非
西
洋
の
世
界
で
は
進
化
論
が
ど
う
受
け
入
ら
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
解
が
な
け
れ
ば
、「
進
化
論
と
宗
教
」
や
「
進

化
論
と
政
治
」
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
そ
の
思
想
史
は
理
解
で
き

な
い
だ
ろ
う
。
上
述
の
問
題
を
考
慮
し
な
が
ら
、
著
作
で
は
日
本
に

お
け
る
進
化
論
の
受
容
の
歴
史
に
新
し
い
光
を
当
て
よ
う
と
し
た
。

進
化
論
の
日
本
受
容
の
「
定
説
」

　

日
本
に
お
け
る
進
化
論
受
容
と
い
う
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に

研
究
さ
れ
た
と
言
え
な
い
が
、「
定
説
」
が
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
そ
の
定
説
を
三
つ
の
側
面
で
簡
単
に
ま
と
め
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
、
宗
教
的
な
側
面
が
あ
る
。
西
洋
諸
国
と
異
な
り
、
非
キ
リ

ス
ト
教
国
の
一
つ
で
あ
る
日
本
の
宗
教
思
想
家
た
ち
は
、
進
化
論
が

意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
興
味
も
関
心
も
持
た
な
か

っ
た
。
こ
の
語
り
に
よ
れ
ば
、
進
化
論
は
何
の
問
題
も
な
く
ス
ム
ー

ズ
に
受
容
さ
れ
た
。
あ
ま
り
に
も
分
か
り
や
す
い
説
で
あ
り
、
そ
れ

は
近
代
日
本
の
宗
教
史
の
分
野
で
最
近
ま
で
進
化
論
が
見
過
ご
さ
れ

て
き
た
理
由
で
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
一
つ
目
の
神
話
で
あ
る
。

　

次
に
、
政
治
的
な
側
面
が
あ
る
。
進
化
論
は
主
に
「
社
会
ダ
ー
ウ

ィ
ニ
ズ
ム
」
の
形
態
で
、
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
進
歩
主
義
・
植

民
地
主
義
・
戦
争
肯
定
論
を
支
え
て
き
た
。
こ
れ
は
二
つ
目
の
神
話

で
あ
る
。

　

最
後
に
、
時
代
的
な
側
面
と
し
て
、
進
化
論
は
主
に
明
治
時
代
の

現
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
明
治
時
代
の

進
化
論
（
ス
ペ
ン
サ
ー
、
自
由
民
権
運
動
な
ど
）
の
研
究
は
あ
る
が
、
大

正
・
昭
和
時
代
の
進
化
論
に
つ
い
て
の
研
究
が
極
め
て
少
な
い
。
こ

う
い
っ
た
「
定
説
」
が
日
本
進
化
論
史
研
究
を
妨
げ
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
英
語
圏
の
日
本
研
究
で
も
同
じ
よ
う
な
定
説
が
あ

る
。「

定
説
」
を
考
え
直
す

　

出
発
点
と
し
て
は
、
ま
ず
進
化
論
の
（
政
治
的
・
宗
教
的
・
思
想
的
）

多
面
性
を
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
日
本
で
も
、
自
由
民
権

運
動
家
、
国
家
主
義
者
、
社
会
主
義
者
、
キ
リ
ス
ト
教
者
、
ア
ナ
ー

キ
ス
ト
、
仏
教
者
、
科
学
者
が
進
化
論
を
強
調
し
た
。
そ
の
上
、

「
進
化
論
」
は
一
枚
岩
で
は
な
く
、
自
然
選
択
説
、
ラ
マ
ル
キ
ズ
ム
、

ベ
ル
ク
ソ
ン
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
相
互
扶
助
説
な
ど
が
あ
っ
た
。
た

だ
し
、
こ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
「
パ
タ
ー
ン
」
を
見
極
め
よ

う
と
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

宗
教
的
な
側
面
に
お
い
て
、
欧
米
と
比
較
す
れ
ば
、
確
か
に
創
造

論
は
相
対
的
に
小
さ
な
役
割
し
か
果
た
さ
な
か
っ
た
が
、
日
本
で
も
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5　近代日本の進化論と宗教

反
進
化
思
想
が
あ
っ
た
（
例
え
ば
西
村
茂
樹
、
佐
々
木
高
行
、
黒
川
真
頼
、

石
川
三
四
郎
、
紀
平
正
美
な
ど
）。
創
造
説
を
主
張
し
な
い
仏
教
者
の
間

で
も
進
化
論
は
議
論
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
近
代
日
本
に
お
い
て
進
化

論
は
多
く
議
論
さ
れ
て
い
た
事
実
が
あ
る
。
明
治
時
代
の
一
つ
の
例

を
取
り
上
げ
る
と
、
仏
教
学
者
の
島
地
大
等
は
、
明
治
時
代
の
宗
教

史
を
振
り
返
っ
て
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。「
維
新
後
、
新

来
の
所
謂
泰
西
の
知
識
が
、
仏
教
々
学
上
に
一
時
強
烈
な
る
刺
激
を

与
へ
た
事
は
勿
論
で
あ
つ
た
。
其
の
最
初
の
衝
突
は
地
動
説
・
須
弥

説
の
争
、
即
ち
天
文
の
問
題
に
始
り
、
唯
物
論
的
無
神
論
よ
り
、
進

化
論
に
立
て
る
科
学
的
知
識
と
の
衝
突
に
も
悩
ま
さ
れ
た
も
の
は
独

り
基
督
教
計
り
で
は
な
い（

（
（

」。

　

進
化
論
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
論
争
の
本
質
を
理
解
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
、
進
化
論
の
受
容
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
そ
の
拒
絶
と
創
造

論
信
仰
か
、
と
い
っ
た
考
え
方
か
ら
離
れ
る
必
要
が
あ
る
。
換
言
す

れ
ば
、
創
造
説
・
進
化
説
の
二
分
論
を
乗
り
越
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

次
に
、
日
本
で
の
進
化
論
受
容
を
研
究
す
る
た
め
に
は
、
進
化
論

思
想
（
科
学
思
想
）
と
宗
教
思
想
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
の
相
互
作
用

に
注
目
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
日
本
へ
の
進
化
論
の
伝
播
に
つ

い
て
理
解
す
る
に
は
、
宗
教
や
、
宗
教
に
裏
付
け
ら
れ
た
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
側
面
を
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

具
体
的
な
例
を
取
り
上
げ
よ
う
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
の

進
化
論
に
つ
い
て
の
公
開
講
演
（
一
八
七
七
年
）
は
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。
モ
ー
ス
の
講
演
は
、
科
学
思
想
の
一
般
人
向
け
の
講
義
で
あ
っ

た
が
、
同
時
に
反
キ
リ
ス
ト
教
活
動
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
も
あ
っ

た
。
モ
ー
ス
の
公
開
講
義
は
わ
ざ
と
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
、
東
京
に

滞
在
し
た
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
の
多
く
が
憤
慨
し
た
。
モ
ー
ス
の
弟

子
の
市
川
千
代
松
が
そ
の
講
義
を
訳
し
た
『
動
物
進
化
論
』（
一
八
八

三
年
）
の
冒
頭
に
は
、「
天
地
覆
載
ノ
間
、
森
羅
万
象
無
数
ノ
事
物

ヲ
講
究
ス
ル
ニ
、
其
最
先
ン
ズ
可
キ
モ
ノ
ハ
論
理
ニ
ア
リ
、
其
真
理

ヲ
討
究
シ
テ
後
、
之
ヲ
事
実
ニ
比
較
シ
、
其
果
テ
附
合
セ
ル
ト
キ
ハ
、

其
論
理
ヲ
称
シ
テ
正
実
ナ
リ
ト
ナ
ス
ベ
シ
。
宗
教
家
ノ
如
ク
事
物
ノ

解
シ
難
キ
モ
ノ
ニ
逢
ヘ
バ
、
是
天
帝
ノ
所
為
ナ
リ
、
是
天
神
ノ
賞
罰

ナ
リ
ト
言
做
テ
、
其
理
ヲ
考
究
セ
ズ
、
単
ニ
神
力
ノ
不
可
思
議
ニ
託

委
シ
テ
、
空
説
ヲ
主
唱
ス
ル
ノ
理
ア
ラ
ン
ヤ
」
と
あ
り
、 

石
川
は
振

り
返
っ
て
「
先
生
の
説
か
れ
た
事
は
又
当
時
基
督
教
の
迷
信
か
ら
我

日
本
人
を
救
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る（

（
（

。
モ
ー
ス
は
彼
の

後
任
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
選
ば
れ
な
い
よ
う
差
配
し
た
。
日
本
を
去

っ
た
後
、
モ
ー
ス
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
オ
ー
テ
ィ
ス
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン

（
一
八
四
二
─
一
九
一
〇
）
を
後
任
に
選
出
す
る
。
彼
は
一
八
七
九
年
か

ら
一
八
八
一
年
ま
で
日
本
に
滞
在
し
た
。
モ
ー
ス
は
後
に
、
ホ
イ
ッ

ト
マ
ン
を
選
ん
だ
の
は
、
彼
が
教
会
に
一
度
も
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、

非
信
仰
者
を
自
認
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
説
明
し
て
い
る
。
同

じ
く
、
モ
ー
ス
が
推
薦
し
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
も
進
化
論

に
基
づ
い
た
反
キ
リ
ス
ト
教
を
主
張
し
た
。
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要
す
る
に
、
日
本
に
お
け
る
進
化
論
は
、
最
初
か
ら
キ
リ
ス
ト
教

の
評
判
を
お
と
し
め
る
た
め
の
理
論
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。
だ
が
、

多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
者
が
積
極
的
に
進
化
論
を
主
張
し
、
ま
た
キ
リ

ス
ト
教
と
対
立
し
た
井
上
円
了
の
よ
う
な
近
代
仏
教
者
が
キ
リ
ス
ト

教
と
進
化
論
と
の
「
衝
突
」
を
論
じ
、
仏
教
と
進
化
論
の
調
和
を
論

じ
始
め
た
。
仏
教
に
よ
る
進
化
論
の
取
り
込
み
は
、
近
代
化
に
駆
り

立
て
ら
れ
る
日
本
の
一
般
的
な
空
気
だ
け
で
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
と

の
競
合
と
い
う
文
脈
も
ふ
ま
え
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト

教
徒
と
仏
教
者
は
ど
ち
ら
も
、
相
手
が
非
科
学
的
な
信
念
を
所
持
し

て
い
る
と
非
難
し
合
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
両
者
と
も
に
進
化
論
を

取
り
込
む
よ
う
刺
激
さ
れ
、
両
者
が
日
本
で
の
進
化
論
受
容
と
そ
の

伝
播
に
貢
献
し
た
。

　

で
は
、
日
本
で
の
進
化
論
を
め
ぐ
っ
て
の
主
な
論
点
は
な
ん
だ
っ

た
の
か
。
進
化
論
は
生
存
競
争
を
含
意
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

日
本
で
宗
教
的
な
論
争
を
呼
び
起
こ
し
た
、
進
化
論
の
含
意
と

は
何
だ
ろ
う
か
?　

二
つ
の
際
だ
っ
た
問
題
が
あ
る
。
第
一
に
、

自
然
選
択
の
理
論
に
は
、「
生
存
競
争
」
と
い
う
物
議
を
か
も

す
考
え
方
が
付
い
て
く
る
。
も
し
自
然
界
の
核
心
に
こ
の
闘
争

が
あ
る
と
い
う
の
な
ら
、
道
徳
な
る
も
の
は
す
べ
て
無
意
味
か
、

あ
る
い
は
そ
の
闘
争
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
?　

真

の
社
会
と
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
利
己
的
で
バ
ラ
バ
ラ
の
個
人
の

集
ま
り
に
過
ぎ
な
い
の
か
?　

道
徳
は
常
に
相
対
的
な
も
の
と

考
え
た
ほ
う
が
い
い
の
か
?　

社
会
の
調
和
や
儒
教
倫
理
が
何

世
紀
も
の
あ
い
だ
推
奨
さ
れ
て
き
た
国
で
暮
ら
す
、
多
く
の

人
々
に
と
っ
て
、
自
然
界
の
ま
さ
に
核
心
に
存
在
す
る
こ
の

「
生
存
競
争
」
と
い
う
妖
怪
は
、
恐
怖
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ

る（
（
（

。

　

政
治
的
に
、
国
家
間
の
競
争
を
唱
え
た
声
が
多
く
あ
っ
た
が
、
生

存
競
争
的
な
社
会
観
は
国
体
思
想
と
の
緊
張
関
係
が
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
政
治
家
の
佐
々
木
高
行
が
「
進
化
論
よ
り
見
た
る
我
が
帝
国
」

と
い
う
論
文
に
お
い
て
「
争
は
実
で
あ
る
が
、
平
和
は
虚
で
あ
る
。

人
間
の
歴
史
は
殆
ど
戦
争
の
記
録
で
満
た
さ
れ
て
あ
る
と
断
言
し
て

を
る
位
の
も
の
で
あ
る
。
成
程
そ
れ
は
さ
う
で
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、

こ
れ
で
は
人
間
も
全
く
一
般
生
物
界
か
ら
超
越
し
た
美
し
い
点
も
な

い
や
う
で
あ
る
が
、
其
う
ち
で
も
成
る
べ
く
無
名
の
戦
争
も
挑
ま
ず
、

異
人
種
だ
と
い
つ
て
虐
待
も
せ
ず
、
頗
る
社
会
の
秩
序
を
重
じ
て
、

国
体
相
互
の
利
益
を
妨
げ
ず
、
而
し
て
上
下
の
階
級
を
よ
く
守
り
、

道
義
規
律
の
基
礎
の
上
に
、
優
美
高
尚
な
る
性
格
を
発
揮
し
て
、
上

和
下
睦
、
国
家
は
一
の
家
庭
の
如
く
に
、
相
親
し
み
相
敬
ひ
、
又
相

倚
り
相
頼
み
て
、
古
今
に
亘
り
中
外
を
通
じ
て
、
尤
も
麗
は
し
く
尤

も
厳
か
に
、
社
会
国
体
を
組
織
す
る
の
が
、
是
れ
我
々
の
理
想
と
す

べ
き
所
で
あ
ら
う
（
中
略
）
こ
の
優
麗
な
る
国
体
の
国
は
、
即
ち

吾
々
の
今
住
ん
で
を
る
日
本
帝
国
其
者
で
あ
る
の
で
あ
る（

（
（

」
と
述
べ

た
。 
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7　近代日本の進化論と宗教

　

第
二
の
問
題
は
唯
物
論
で
あ
っ
た
。
明
治
以
降
、
日
本
の
ほ
と
ん

ど
の
宗
教
思
想
家
た
ち
は
、
進
化
に
は
同
意
し
た
が
、
唯
物
論
の
発

想
（
還
元
主
義
）
に
は
同
意
で
き
な
か
っ
た
。「
こ
れ
は
単
に
哲
学
的

な
問
題
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
や
実
際
の
暮
ら
し
に
も
関
わ
る

深
刻
な
事
態
で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
後
期
よ
り
以
降
、
多
く
の
日
本

人
は
、
日
本
の
発
展
や
科
学
技
術
の
進
歩
を
歓
迎
す
る
一
方
で
、
冷

徹
で
ひ
た
す
ら
合
理
的
か
つ
功
利
主
義
的
な
世
界
観
が
、
社
会
を
破

滅
に
導
く
の
を
恐
れ
た
。
こ
う
し
た
懸
念
の
裏
側
に
は
、
日
本
が
近

代
資
本
主
義
社
会
に
移
行
す
る
な
か
、
社
会
が
大
変
動
し
、
旧
来
の

社
会
的
な
絆
が
失
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
脱
魔
術
化
の
妖
怪
や
、

社
会
的
な
絆
の
喪
失
に
直
面
し
た
多
く
の
宗
教
関
係
者
は
、
現
状
に

対
応
す
る
た
め
、
十
分
な
意
味
や
道
徳
や
聖
性
を
そ
な
え
つ
つ
、
進

化
も
何
ら
か
の
か
た
ち
で
考
慮
に
入
れ
た
世
界
観
を
打
ち
立
て
る
よ

う
促
さ
れ
た
。
多
く
の
人
間
は
、
自
然
の
聖
性
を
認
め
る
見
解
が
、

道
徳
的
な
社
会
の
支
え
に
も
な
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
た
の
で
あ
る（

（
（

」。

例
え
ば
、
仏
教
哲
学
者
の
井
上
円
了
は
、
唯
物
論
に
つ
い
て
「
コ

レ
ラ
病
よ
り
も
害
毒
」
と
ま
で
主
張
し
た
。
進
化
と
は
一
体
の
物
質

の
分
化
の
よ
う
な
西
洋
の
唯
物
論
と
は
異
な
り
、
仏
教
に
基
づ
い
た

生
命
主
義
的
な
進
化
論
を
唱
え
、
宇
宙
全
体
も
ま
た
一
活
物
な
る
と

考
え
た
。

政
治
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
側
面

　

ま
ず
「
社
会
進
化
論
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
述
べ
る
必
要
が
あ

る
。
英
語
の “Social D

arw
inism

” 

と
同
じ
よ
う
に
、（
有
賀
長
雄
は

例
外
だ
ろ
う
が
）「
社
会
進
化
論
」
は
近
代
日
本
で
は
あ
ま
り
使
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
戦
後
か
ら
よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ナ
チ
ス

と
第
二
次
世
界
大
戦
を
背
景
に
し
て
「
正
当
な
」
生
物
学
的
な
「
進

化
論
」
と
間
違
っ
た
「
社
会
進
化
論
」
を
区
別
す
る
含
意
が
あ
る
概

念
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
う
い
っ
た
厳
密
的
な
区
別
は
一
九
世
紀

後
半
〜
二
〇
世
紀
前
半
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。「
日
本
近
代
史
の

研
究
者
た
ち
は
、「
社
会
進
化
論
」
と
い
う
言
葉
を
、
無
批
判
に
、

歴
史
の
文
脈
も
踏
ま
え
ず
に
用
い
て
き
た
。
そ
う
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
進
化
論
の
歴
史
研
究
の
分
野
で
は
、
こ
の
言
葉
（
社
会
進

化
論
）
が
戦
前
の
状
況
に
対
す
る
戦
後
か
ら
の
誤
っ
た
認
識
に
基
づ

く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
次
第
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
戦
前
の
体
制
へ
の
反
動
と
し
て
示
さ
れ
た
こ
の
言
葉
は
、

進
化
論
が
実
に
広
範
な
文
脈
で
（
た
と
え
ば
社
会
主
義
者
に
も
ア

ナ
ー
キ
ス
ト
に
も
平
和
主
義
者
に
も
）
政
治
利
用
さ
れ
た
事
実
を
、

見
え
に
く
く
し
て
い
る
の
だ（

（
（

」。

　

近
代
日
本
に
お
け
る
「
進
化
論
」
は
、
ど
の
よ
う
な
政
治
的
・
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
「
立
場
」
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
宗
教
的
な
側

面
を
見
る
な
ら
ば
、
進
化
論
が
最
も
物
議
を
か
も
し
、
論
争
の
対
象

と
な
っ
た
の
は
、
二
〇
世
紀
は
じ
め
の
数
十
年
か
ら
一
九
三
〇
年
代
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に
か
け
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
進
化
論
と
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
間

の
緊
張
関
係
の
展
開
が
見
ら
れ
る
。
大
雑
把
に
纏
め
る
と
、
明
治
中

期
に
は
、
自
由
民
権
運
動
や
ス
ペ
ン
サ
ー
に
関
す
る
議
論
及
び
加
藤

弘
之
と
仏
教
者
の
間
の
「
唯
物
論
論
争
」
が
あ
り
、
明
治
後
期
か
ら

ス
ペ
ン
サ
ー
へ
の
反
発
、
そ
し
て
明
治
後
期
か
ら
（
平
民
社
の
）
社

会
主
義
者
と
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
に
よ
る
進
化
論
の
取
り
込
み
が
あ
っ
て
、

日
本
に
お
け
る
進
化
論
が
「
左
旋
回
」
す
る
の
で
あ
る
。
大
正
期
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、「
左
」
の
進
化
論
と
社
会
主
義
の
関
係
が

強
く
な
る
一
方
、「
右
」
の
反
進
化
論
運
動
（
紀
平
正
美
）
が
行
わ
れ

る
。
同
時
に
、「
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
進
化
論
」（
北
一
輝
・
賀
川
豊
彦
・

日
蓮
主
義
な
ど
）
が
登
場
し
、
現
存
の
国
家
や
社
会
と
異
な
る
ユ
ー
ト

ピ
ア
を
想
像
す
る
。

お
お
ま
か
に
言
え
ば
、
戦
前
の
日
本
の
進
化
に
対
す
る
宗
教
的

な
か
か
わ
り
方
は
、
ま
ず
も
っ
て
、
一
九
世
紀
後
半
の
全
面
的

か
つ
熱
狂
的
な
取
り
込
み
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
二
〇
世
紀
初

期
か
ら
、
次
第
に
二
極
化
や
懐
疑
的
な
態
度
の
方
へ
と
向
か
っ

た
。
こ
れ
に
続
く
一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
は
、
進
化

論
と
自
然
選
択
に
対
す
る
短
い
期
間
の
宗
教
的
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ

ュ
が
見
ら
れ
る
も
、
そ
こ
に
は
宗
教
と
進
化
を
調
和
さ
せ
る
試

み
の
歴
史
も
付
き
添
っ
た（

（
（

。

　

反
進
化
論
者
と
し
て
、
主
に
大
正
・
昭
和
初
期
の
国
体
思
想
家
で

あ
る
筧
克
彦
、
紀
平
正
美
、
上
杉
慎
吉
、
平
泉
澄
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　

紀
平
正
美
は
学
生
の
間
の
左
翼
思
想
を
弾
圧
す
る
た
め
、
文
部
省

直
轄
研
究
所
の
国
民
精
神
文
化
研
究
所
で
積
極
的
に
活
動
し
、
進
化

論
も
教
育
の
世
界
で
禁
止
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
紀
平
は
戦
前

日
本
の
反
進
化
論
の
第
一
人
者
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
例
え
ば
一
九

三
六
年
一
一
月
に
行
っ
た
講
演
「
日
本
精
神
と
自
然
科
学
」
で
は
、

「
少
な
く
も
日
本
人
で
あ
る
な
ら
ば
猿
だ
の
或
は
猿
と
人
間
と
の
中

間
の
も
の
（
そ
の
何
た
る
か
を
知
ら
ず
）
更
に
下
等
動
物
だ
と
言
ふ

者
は
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
個
人
主
義
的
に
長
く
訓
練
せ
ら
れ
た
人
間

に
は
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
あ
つ
て
も
問
題
に
は
な
ら
な
い
か
ら
よ
ろ

し
い
。
例
へ
ば
ア
メ
リ
カ
人
に
は
己
が
祖
先
が
英
人
で
あ
る
か
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
か
、
独
逸
人
乃
至
伊
太
利
人
で
あ
る
か
は

最
早
問
題
で
な
い
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
然
る
に
我
等
日
本
人
で

は
大
問
題
で
あ
り
ま
す
。
我
等
の
国
土
一
切
が
伊
弉
諾
伊
弉
冊
両
尊

の
産
み
給
ふ
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
我
々
の
祖
先
は
神
で
あ
る
か

ら
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

著
作
の
中
心
的
な
論
点

も
し
私
た
ち
が
、
創
造
論
と
進
化
論
だ
け
に
こ
だ
わ
る
論
争
や
、

「
受
容
」
も
し
く
は
「
拒
絶
」
と
い
う
無
思
慮
な
固
定
観
念
を

超
え
た
視
点
を
獲
得
で
き
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
見
通
し
が
得
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
で
の
進
化
論
の
宗
教
的
な
受
容
の
さ
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9　近代日本の進化論と宗教

れ
方
は
、
自
然
界
を
、
心
な
い
「
生
存
闘
争
」
の
法
則
に
よ
っ

て
支
配
さ
れ
た
、
冷
た
い
唯
物
論
的
な
世
界
と
す
る
発
想
へ
の
、

長
く
続
く
恐
怖
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
嫌
悪
感
は
、

急
速
な
近
代
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
社
会
変
容
に
対
す

る
気
が
か
り
の
反
映
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
恐
怖
感
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
多
く
の
宗
教
思
想
家
や
哲
学
者
や
生
物
学
者
が
、
進

化
論
に
積
極
的
に
か
か
わ
る
よ
う
駆
り
立
て
ら
れ
、
そ
し
て
善

や
調
和
や
美
や
、
あ
る
い
は
神
聖
な
存
在
を
、
自
然
や
進
化
の

内
側
に
見
い
だ
し
て
い
っ
た
。
ま
さ
に
そ
の
恐
怖
感
の
後
押
し

の
も
と
、
日
本
近
代
思
想
史
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
が
形
成
さ
れ
、

ま
た
日
本
人
の
自
然
観
や
社
会
観
や
、
聖
な
る
も
の
に
対
す
る

理
解
も
変
化
し
た
の
で
あ
る（

（
（

。

日
本
の
進
化
受
容
・
理
解
の
「
特
徴
」
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か

自
然
選
択
説
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
生
物
学
者
た
ち
か
ら
も
懐
疑

の
念
を
被
っ
た
。
だ
が
、
競
争
を
中
心
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
す

る
こ
と
な
く
進
化
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
試
み
の
長
い
歴
史
は
、

日
本
で
こ
そ
際
立
っ
て
い
る
。
井
上
円
了
、
賀
川
豊
彦
、
北
一

輝
、
石
川
三
四
郎
、
紀
平
正
美
、
今
西
錦
司
、
彼
ら
は
皆
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
方
法
で
、
バ
ラ
バ
ラ
の
個
人
主
義
と
、
生
物
学

や
社
会
学
で
語
ら
れ
る
大
き
な
全
体
の
あ
い
だ
に
あ
る
緊
張
関

係
を
緩
和
し
、
そ
し
て
、
自
然
を
本
質
的
に
善
と
調
和
の
イ

メ
ー
ジ
の
も
と
に
描
こ
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
注
意
の
向
け
方

は
、
自
然
を
本
質
的
に
道
徳
性
の
欠
け
た
闘
争
の
場
と
し
て
描

く
思
想
が
持
ち
う
る
社
会
的
な
含
意
へ
の
、
長
く
続
く
強
い
不

安
の
反
映
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
政
治
的
な
闘
争
と
絡
み

合
っ
た
不
安
で
も
あ
る
。
日
本
の
進
化
思
想
に
顕
著
な
の
は
、

生
物
学
の
社
会
学
へ
の
応
用
で
は
な
く
、
社
会
・
政
治
的
な
理

念
の
、
自
然
へ
の
送
り
込
み
で
あ
る
。
／
日
本
の
思
想
家
た
ち

が
変
わ
ら
ず
関
心
を
抱
い
た
の
は
、
創
造
、
種
の
変
化
の
思
想
、

人
間
の
出
自
は
動
物
で
あ
る
こ
と
、
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

そ
う
で
は
な
く
、
進
化
論
が
連
想
さ
せ
る
形
而
上
学
的
・
倫
理

的
・
社
会
政
治
的
な
も
の
が
問
題
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

自
然
選
択
説
に
見
て
取
れ
る
唯
物
論
、
決
定
論
、
そ
し
て
個
人

主
義
の
想
定
と
、「
弱
肉
強
食
の
自
然
」
と
い
う
妖
怪
が
、
い

ず
れ
も
深
い
不
安
を
彼
ら
に
呼
び
起
こ
し
た
の
だ
。
言
い
換
え

る
と
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
よ
る
世
界
の
脱
魔
術
化
と
感
じ
取
ら
れ

た
も
の
は
、
世
界
の
他
の
ど
こ
よ
り
も
、
日
本
で
こ
そ
大
き
な

脅
威
と
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た（

（1
（

。（
／
は
改
行
）

お
わ
り
に

　

最
後
に
ア
ジ
ア
の
諸
国
と
の
比
較
及
び
新
た
な
方
向
を
取
り
上
げ

た
い
。
今
後
必
要
な
の
は
、
西
洋
諸
国
と
ア
ジ
ア
諸
国
を
含
め
て
の
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本
当
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
あ
ろ
う
。
二
〇
一
五
年
の 

G
lobal Spencerism

: T
he C

om
m

unication and A
pprop-�

riation of a British E
volutionist 

と
二
〇
二
〇
年
に
出
版
さ
れ

た
編
著A

sian R
eligious R

esponses to D
arw

inism
: E

volution-
ary T

heories in M
iddle E

astern, South A
sian, and E

ast 
A

sian Cultural Contexts 

が
重
要
な
研
究
成
果
で
あ
る
。
今
後
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
」
や
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ク
ロ
ポ
ト
キ

ン
」
な
ど
の
研
究
が
登
場
す
れ
ば
、
進
化
論
の
新
た
な
世
界
史
が
現

れ
て
く
る
だ
ろ
う
。
進
化
論
と
宗
教
の
世
界
史
に
つ
い
て
は
、
少
な

く
と
も
、
進
化
論
と
宗
教
思
想
と
の
関
係
は
決
し
て
西
洋
諸
国
あ
る

い
は
一
神
教
の
み
の
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
イ
ン
ド
と
中
国
で
も
、

進
化
論
が
議
論
さ
れ
、
同
じ
く
唯
物
論
的
・
非
目
的
論
的
な
進
化
論

が
問
題
視
さ
れ
て
き
た
。

　

も
う
一
点
は
、
科
学
思
想
・
進
化
論
を
受
け
入
れ
て
、
同
じ
よ
う

な
戦
略
を
利
用
し
た
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

西
洋
の
科
学
思
想
は
、
す
で
に
自
国
の
思
想
に
あ
っ
た
、
と
い
う
戦

略
で
あ
り
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
日
本
の
思
想
家
の
間
に
見
ら
れ
る
パ

タ
ー
ン
で
あ
る
。
ま
た
、
教
義
的
な
背
景
と
内
容
が
異
な
っ
て
も
、

共
通
す
る
パ
タ
ー
ン
の
例
と
し
て
は
、
イ
ン
ド
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の

オ
ー
ロ
ビ
ン
ド
・
ゴ
ー
シ
ュ
と
同
時
代
の
井
上
円
了
の
間
の
共
通
点

が
目
立
つ
。
両
者
は
、
唯
物
論
を
否
定
し
な
が
ら
新
た
な
進
化
論
を

展
開
し
よ
う
と
し
、
進
化
は
単
な
る
「
進
歩
」
で
は
な
く
、
進
化
と

退
化
の
循
環
（
オ
ー
ロ
ビ
ン
ド
の
言
葉
で
、“involution” 

と “evolution”

）

で
あ
ろ
う
と
論
じ
る
。
オ
ー
ロ
ビ
ン
ド
と
円
了
の
思
想
に
も
、
進
化

に
は
精
神
的
な
側
面
と
物
質
的
な
側
面
が
両
方
あ
る
。

　

最
後
に
、
二
〇
世
紀
初
め
頃
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ケ
ー
ル
（
人
類

全
体
）
に
つ
い
て
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
進
化
論
が
世
界
中
に
現
れ
て

い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
例
え
ば
、
イ
ン
ド
の
オ
ー
ロ
ビ
ン
ド 

（T
he Life D

ivine

）、
中
国
の
僧
・
太
虚
の
弥
勒
菩
薩
の
世
界
、
フ
ラ

ン
ス
の
テ
イ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
（
人
間
は
究
極
点
で
あ
る
オ

メ
ガ
点〈
Ω
点
、Point O

m
ega

〉へ
と
進
化
す
る
と
い
う
思
想
）、
日
蓮
主
義

者
の
世
界
統
一
な
ど
が
あ
る
。

　

今
後
、
日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
の
進
化
論
思
想
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
思

想
史
の
中
に
位
置
づ
け
る
の
が
大
き
な
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

注
（
1
）	

例
え
ば
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス

ト
リ
ー 

（Bernhard Lightm
an, G

lobal Spencerism
, 2015

）、

中
東
の
進
化
論
受
容
に
つ
い
て
は
、M

arw
a Elshakry, R

eading 
D

arw
in in A

rabic, 1860-1950

（2013

）、
イ
ン
ド
の
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
と
進
化
論
に
つ
い
て
は C. M

ackenzie Brow
n, H

indu 
Perspectives on E

volution （2012

） 

な
ど
が
あ
る
。

（
2
）	
島
地
大
等
『
思
想
と
信
仰
』（
明
治
書
院
、
一
九
二
八
年
）
二

四
六
頁
。
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（
3
）	

『
石
川
千
代
松
全
集
』
四
巻
（
興
文
社
、
一
九
三
五
年
）�

一
一
二
頁
。　

（
4
）	
ク
リ
ン
ト
ン
・
ゴ
ダ
ー
ル
（
碧
海
寿
広
訳
）『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、

仏
教
、
神

─
近
代
日
本
の
進
化
論
と
宗
教
』（
人
文
書
院
、
二

〇
二
〇
年
）
二
二
頁
。

（
5
）	

佐
々
木
高
行
「
進
化
論
よ
り
見
た
る
我
が
帝
国
」（『
全
国
神
職

会
会
報
』
一
〇
五
号
、
一
九
〇
七
年
七
月
）
二
四
八
頁
。

（
6
）	

『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
仏
教
、
神
』
二
四
頁
。

（
7
）	

同
前
、
二
五
〜
二
六
頁
。

（
8
）	

同
前
、
三
〇
八
頁
。

（
9
）	

同
前
、
一
五
〜
一
六
頁
。

（
10
）	

同
前
、
三
一
二
〜
三
一
三
頁
。

�
（
東
北
大
学
准
教
授
）
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